
令和６年度 学校法⼈⾼槻双葉学園

２歳児 

定期的な預かり保育について

学校法⼈ ⾼槻双葉学園

幼稚園型認定こども園 ⾼槻双葉幼稚園



（１）はじめに

● 令和５年度、当園では定期的に⼦どもが園で保育を経験する事業として、「未就園

教室（にこにこクラブ）」と、国のモデル事業である「保育所の空き定員等を活⽤

した未就園児の定期的な預かりモデル事業（スマイル）」の２つの事業を⾏いまし

た。

● 令和６年度に向け、国ではモデル事業を参考に「こども誰でも通園制度」と呼ばれ

る、在宅で保育をされている０〜２歳児の保育利⽤について、検討会が開かれ議論

が進んでいる途中です。そのため令和６年度の本モデル事業の展開、及び「こども

誰でも通園制度」の動向については、現時点では不透明な状況です。

● 従って当園では国‧制度の動向を確認しつつ、事業としては以下の通りに対応し、

より良い⼦育て⽀援事業を展開したいと考えています。

（２）令和６年度の未就園事業‧保育の⽅向性として

● 令和６年度、定期的に⼦どもが園で保育を経験する事業としては、以下の通りとし

ます。
○ 従来⾏っていた「未就園教室（にこにこクラブ）」を、

令和６年度「国の定期的な預かりモデル事業（スマイル）」に統合し⼀本化して、

国‧制度の動向を確認しつつ、事業を⾏います。

                             



（３）具体的な未就園事業‧保育の運営について

【開催期間】

令和６年４⽉〜令和７年３⽉（＊⽉により開催週数が異なります）

【ねらい‧⽬的】

● ⼦どもが幼稚園の園庭や保育室などの環境や、保育者とのかかわりから、様々に刺

激を受けてしっかりと遊びこみ、豊かな経験をする。

● 様々な友だちとともに⼀定時間を過ごす経験をする。

● 家庭と園が⼦育てや⼦どもの育ちを継続的に共有し、喜び合える場とする。

● 保護者の⼦育て‧育児を⽀え、保護者⾃⾝の⽣活にゆとりがある状況を作ることに

寄与する。

● 本事業を通して保護者が⼦育てや幼児教育‧保育の知識や情報を得ることができ

る。

【ねらい‧⽬的を具現化するための⽅法‧⽅策として】

● 保護者の就労の有無に関わらず、年間を通して、定期的に集団⽣活を経験できる教

育‧保育の提供を⾏う。

● 曜⽇による固定クラスにせず、週ごとに各家庭の利⽤希望⽇に利⽤できるようにす

る。

● 保育者が⼦どもの育ちを記録し、年間数回、保護者と保育者の⾯談を実施し、⼦ど

もの成⻑や変化‧育ちを共有する。

● ２歳児クラスをはじめ、学園が実施する多様な⼦育て⽀援メニューを利⽤‧活⽤で

きる仕組みを設ける。（こちらについては令和６年度は現在計画検討中です）

【⽇々の保育の流れ】

   登園 ⇒ ⾝辺整理 ⇒ ⾃由遊び（室内）⇒ みんなでの活動 ⇒ ⾃由遊び（⼾外）⇒

  （※お弁当‧給⾷）⇒ 降園準備 ⇒ 降園

   ※お弁当‧給⾷の開始予定は、説明会の際にご説明させていただきます。



【スマイルで⼤切にしていること】

⾼槻双葉幼稚園の施設、保育環境を活かし、以下の視点でお⼦様の経験や育ちを⽀え、そし

て保護者の⽅々の⼦育てに対しても、共に取り組んでいければと考えています。

1. ⼦どもの成⻑や育ちを保育者が記録します。
⇒特に遊びや⽣活の中で、環境からどのように 刺激を受けているか、他児や保育者との関

 係性の中でどのような育ちが⾒られたかなど、⾝の回りのヒト‧コト‧モノとのつながり

 を⾒取り記録をします。

2. 保護者の⽅との複数回の⾯談を⾏います。
⇒保育を⾏う上で、園での様⼦とご家庭での様⼦を共有し、⼦どもの

 成⻑や変化を互いに共有していくことは⼤変重要です。そのため、

 当園では、年間複数回の⾯談⽇を設定し⾏います。お⼦様のことだ

 けではなく、⼦育てのこと等も含めて、相談の場としてもご利⽤い

 ただければと思います。またご希望の⽅には、おおよそ⽉1回、

 臨床⼼理⼠による相談事業も⾏っています。（在園児無料）

 こちらもご希望に応じご利⽤ください。

3. 多様な他者と集団の中で過ごす経験を⼤切にします。

⇒まずはお⼦様と担当保育者の間が安⼼感や信頼感で包まれるような関係性の構築を⽬指し

 ます。その関係性をベースに、利⽤⽇により異なる様々な他児との出会いや、そこで形成

 される集団の中で、遊びや⽣活を経験することで、家庭以外のコミュニティを多様に経験

 することができます。その経験が３歳児以上の集団での教育‧保育につながると考えられ

 ます。



4. 幼稚園との接続‧連携の視点でも保育を考えます。
⇒当事業は、⾼槻双葉幼稚園の隣接施設で⾏いますので、幼稚園の園庭で遊ぶ機会が多くあ

 ります。その中で3歳児以上の⼦どもたちとの接点があったり、3歳児以上の保育をともに

 経験するなど、異年齢交流や活動も充実しています。また幼稚園施設での⽣活の⼀部も経

 験する機会があるため、3歳以上の⽣活の経験も⾏うことで、幼稚園（集団）⽣活の慣れ

 もできると考えます。

5. 当事業以外の⼦育て⽀援メニューもご利⽤いただけます。
⇒当園では、当事業以外にも、おおよそ⽉1回の園庭開放など、様々な取り組みを⾏ってい

 ます。当事業とあわせてご活⽤いただくことで、各ご家庭の様々なニーズの充⾜をいただ

 ければ嬉しく思います。詳しくは令和6年度の⼦育て⽀援事業計画でお知らせをする予定

 です。



（４）主な利⽤イメージ/スケジュール

● 保育を実施している週において、週１回いずれかの曜⽇に保育を利⽤していただく

ことができます。

● 開催曜⽇は原則、⽉‧⽕‧⽊‧⾦とします。（祝⽇等の関係で週3⽇から利⽤⽇を選

択いただく週や、開催をしない週も⼀部あります。また幼稚園の学年暦に応じる形

で開催をしますので⻑期休業中などは、未開催の週もあります。）

【開催予定】   

⽇程 時間 登園 昼⾷

4/15（⽉）〜4/19（⾦） 時間短縮 親⼦登園 なし

4/22（⽉）〜4/26（⾦） 時間短縮 親⼦登園 なし

4/30（⽕）〜5/2（⽊） 実施なし

5/7（⽕）〜5/10（⾦） 時間短縮 ⼦どものみ登園 なし

5/13（⽉）〜5/17（⾦） 時間短縮 ⼦どものみ登園 なし

5/20（⽉）〜10/4（⾦） 9:00~12:00 ⼦どものみ登園 なし

10/7（⽉）〜12/20（⾦） 9:00~13:15 ⼦どものみ登園 お弁当持参

1/14（⽕）〜3/21（⾦） 9:00~13:15 ⼦どものみ登園 給⾷

⇒開催回数（週）としては、約40回（週）の予定です。
※ 上記スケジュールについては、現段階での予定のため変更となる場合があります。

  詳しい保育時間 /年間スケジュールについては、説明会時にご説明させていただきます。



（５）利⽤料⾦/保育料納⼊⽅法

【利⽤料⾦】

項⽬ 費⽤

登録料 7,000円（登録時のみ）

保育料（諸費⽤込） ⽉額6,000円（毎⽉徴収）【年72,000円】

給⾷費 4,000円 (1⽉〜3⽉分の総額）

● 本事業は年間の継続的 /定期的な保育を利⽤いただくことを前提とした事業です。

● １年の保育料の合計を12か⽉で割って徴収をしますので、保育利⽤がない⽉や保育

開催週数が少ない⽉も、毎⽉、保育料を徴収します。

● ⽉の途中の利⽤登録‧開始の場合も、⽇割り計算などは⾏いません。

【納⼊⽅法】

● 保育料については、毎⽉20⽇（※左記は予定となりますので変更する場合があります/⼟⽇祝⽇

の場合は翌⽇）に引き落とします。ゆうちょ銀⾏の⼝座をご⽤意いただきます。

（６）募集概要

【登録受⼊⼈数】
● 本事業は45名程度の登録枠を設定します。（登録希望数と園の受け⼊れ体制を鑑みて調整します）

【毎⽇の保育利⽤者数について】

● 最⼤15名までの受け⼊れを予定しています。

【登録できる対象者】

● 令和3年4⽉2⽇〜令和4年4⽉1⽇⽣まれのお⼦様

● ⾼槻市に住⺠票がある⽅で、⽇々の園までの送迎が可能な⽅。
⇒ただし園までのお⾞での送迎は不可となります。

● 就労の有無は問いません。
    ⇒ただし、令和6年度の国で検討が進められている「こども誰でも通園制度」の動向により、年度途中で運⽤ルール

が変更になることがあります。



（７）⼿続き⽅法

【申し込み⽅法】

● 下記の「仮申込フォーム」より申し込みをお願いいたします。
     * 11/14（⽕）~11/30（⽊）を申込期間とさせていただきます。（先着順）万⼀、申込期間中に登録予定枠数に達し

     た場合は、申込フォームを締めます。その後の受け⼊れ可否については、園までお問い合わせください。

   仮申込フォーム

 

      https://forms.gle/VAQYzJRq�ZCNEb�L�

【今後の流れについて】

1. 「本登録フォーム」をメールにてお送りする予定をしています。

メールに記載の期⽇内に、本登録フォームへのご登録をお願いいたします。

2. 令和6年 2⽉22⽇(⽊)に説明会の開催を予定しています。メールにて詳細をお送りい

たしますので、ご確認の上、ご参加いただきますようお願いいたします。
( ※⽇程は変更となる場合があります。変更となる場合はメールにてお知らせいたします。)

※フォームに記載いただいたメールアドレス宛に、随時「本登録のお願い」や「説明会のご案内」等に関

  する⼤切なお知らせをお送りいたします。普段お使いのメールアドレスをご登録いただき、度々メールを

ご確認くださいますようお願いいたします。

【利⽤における留意事項】

● 毎⽉15⽇まで（⼟⽇祝⽇の場合はその前⽇まで）にお申込みいただいた⽅について

は、翌⽉1⽇からの利⽤開始となります。ただし登録者数が上限に達した場合や年度

途中での、登録⼈数により受け⼊れが難しいと園が判断した場合は、お断りするこ

とがあります。

● 利⽤開始時期を問わず、「登録料」、「毎⽉の保育料」、「給⾷費」（1⽉〜3⽉）

それぞれが発⽣します。なお、1⽉〜3⽉については1⾷でもご利⽤いただいた場合、

期間中の給⾷費が発⽣しますので、ご留意ください。

● 途中で退会（利⽤辞退）をされる⽅は、退会前⽉までに園までお申し出ください。

⽉途中の退会は、その⽉の利⽤有無に問わず、１か⽉の保育料等が発⽣しますので

ご注意ください。



（８）予約⽅法及び警報など発令における考え⽅について

● 予約開始は、当該週の2週間前の⽉曜⽇からを予定しています。（例：9⽉2⽇（⽉）

〜6⽇（⾦）の予約分の場合⇒8⽉19⽇（⽉）予約開始）

● 予約締切は、1週間前の⽉曜⽇（祝⽇でも）までを予定しています。。（例：9⽉2⽇

（⽉）〜6⽇（⾦）の場合⇒8⽉26⽇（⽉）予約締切）

 *ただし、令和6年度の国で検討が進められている「誰でも通園制度」の動向により、年度途中で運⽤ルール

  が変更になることがあります。

（９）アレルギー対応について

● 1⽉より給⾷提供を⾏います。給⾷については、「卵と乳の除去⾷」を⾏います。

詳しくは担当保育者までご相談ください。

卵‧‧‧鶏卵‧うずら卵

乳‧‧‧⽜乳‧バター‧チーズ‧ヨーグルト‧⽣クリーム

(つなぎ‧乳糖は対応できません)

● お弁当持参期間については各ご家庭で、アレルギー⾷の対応などをお願いします。

● 予約された⽇に⽋席ないし警報等で休園となった場合についても、給⾷代の返⾦は

ありません。

（10）幼稚園優先⼊園⾯接について

● 本事業に登録された⽅は、令和6年10⽉1⽇（⽕）に⾏われる⾼槻双葉幼稚園1号認定

の⼊園⾯接優先権があります。なお2号認定での⼊園については、⾼槻市在住の⽅は

⾼槻市が窓⼝となりますので、申し込み⽅法などはご確認いただきますようお願い

します。



（11）その他

【こども誰でも通園制度の動向について】

 既述の通り、令和６年度は国で検討されている「こども誰でも通園制度」の動向により、

今回ご提⽰していますスマイルの運⽤ルールなどに変更が⽣じる可能性があります。

【情報発信についてのお知らせ】

1. 幼稚園インスタグラム

【⾼槻双葉幼稚園 instagram】

【⼦育て⽀援 instagram】

2. ふたばっこブログ (保育の様⼦を伝えるブログ) / 双葉通信 (教育‧保育の考え⽅‧読み物系統)

https://www.takatsukifutaba.ed.jp/

3. 動画配信（幼児教育の説明や、当園の教育⽅針などをアップする予定です）

https://takatsukifutaba-main.castory.jp/frontend/public.html


